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第Ⅴ期までの研究計画の⾒直し

2014年 あり方検討会
2015年 第Ⅵ期調査開始
2016年 あり方検討会
2019年 計画書

� 平成 26 年度疫学調査あり方検討会
� 平成 28 年度疫学調査あり方検討会 (以下，あり方検討会)

� 放射線疫学調査 健康影響評価計画書 (以下， 計画書)

20190405_plan_document.pdf
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あり方検討会の検討項目

(中略)
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研究計画の⾒直し

これまでの調査

第Ⅰ~Ⅴ期（1990年~2015年）

コホート（opt-out)

新調査

第Ⅵ期~（2015年~2035年）

コホート

5

20万4千人

サブ・コホート

（生活習慣アンケート)

7万5千人

（opt-in，生活習慣アンケート)

部分集団

マッチング



あり方検討会
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あり方検討会

原爆被ばく者のERRE以外を得るには同意率50%が必要．
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研究計画の修正

部分集団の修正

コア群(100mSv以上)＋参照群(100mSv未満)
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コア群(50mSv以上)＋参照群(50mSv未満)

それでも部分集団の人数が足りなかった．



あり方検討会

同意率 38.8% であった．
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研究計画の⾒直し

これまでの調査

コホート

新調査

コホート
打ち切り
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コホート

20万4千人

サブ・コホート
7万5千人

コホート

8万1千人

部分集団

人数不足



あり方検討会

第Ⅴ期コホ-トによるシミュレーション

マッチング法でERRの値が小さくなった． なぜ？
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線量分布が変わるのでマッチング法はまずい

第Ⅴ期コホートでシミュレーション．

コホートと部分集団の比較

13



5~50msvのデータの影響が消える
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放影協によるこれまでの調査の総括

「放射線影響協会では、原⼦⼒発電施設等の放射線業務従事者を

対象とする低線量率放射線の健康影響調査を1990年から開始し、25

年に亘って継続してまいりました。

本疫学調査において、放射線以外の要因を考慮して放射線の健康

影響を測ることができましたことは国際的にも強調すべき知⾒で

す。」

HP「低線量率放射線被ばくの健康影響に関する新調査計画」から
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放影協によるこれまでの調査の総括

⇒ がん死亡率と被曝線量の間に有意な関連性がみら

れたが，サブ・コホートの分析で喫煙等の影響が大きい

ことがわかったので，がん死亡率の増加に放射線の影響ことがわかったので，がん死亡率の増加に放射線の影響

があるとは結論できない．

⇒ 喫煙調整で（みかけの)ERRが0.92/Svから0.36/Svに

なったことがその根拠である．

（第Ⅴ期調査報告書，2015)
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この総括には問題がある

� ⾒かけのERRによっては喫煙の影響を知ることはできない．

� 回帰分析に1次式モデルを⽤いるのは不適当である．� 回帰分析に1次式モデルを⽤いるのは不適当である．

この批判に答えずに調査を打ち切るのは，科学的研究として，あっ

てはならない．
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喫煙者のERRと「みかけ」のERR

放射線リスク
RR=3.3

喫煙リスク

自然リスク
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奇妙な応答曲線

がん*死亡の応答曲線

？

回帰2次曲線は重みを期待死亡数Eにとっている．

？

？
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� 同意率の低さ
› 労働者の信頼

› 目的と受託組織

原発等核施設労働者の

疫学研究の在り方

› 目的と受託組織

� 調査集団固有のストレンジ・カーブ

› 「中央登録センター」の記録の信頼性

› 多様な分析の必要とオープン・データ

� 公共利益と同意方式
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調査目的 予算
エネルギ－対策特別会計
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放影協の性格
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低線量放射線の影響を調べる重要な調査です．保健物理学会
でも多様な視点から議論することが求められています．でも多様な視点から議論することが求められています．

この発表についてみなさんからコメントを待っています．

メール： nagai.koko@gmail.com
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原発等核施設労働者の疫学研究に関する考察

ー 非がん疾患による死亡 ー

永井宏幸
Nagai Koko

一般発表 6-4

Nagai Koko
NPO法人市⺠科学研究室

利益相反なし



① 死亡数がコホートの10%

対象 実施機関

原爆被爆者（LSS） 放射線影響研究所

原発等放射線業務従事者（JRW） 放射線影響協会（原⼦⼒規制庁）

福島原発事故緊急作業員 放射線医学研究所（厚生労働省）福島原発事故緊急作業員 放射線医学研究所（厚生労働省）

福島こども甲状腺がん 福島県

コホート コホート人数(B) 死亡数(A) (B/A) 観察期間

JRW 204,103 20,519 10% 1991-2010年

LSS 86,611 50,620 42％ 1950-2003年
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放射線リスクのERRを推定するには，マッチング
法の採⽤が必要である．

「あり方検討会」の評価

（あり方検討会の報告書には，これまでの調査について直
接に評価した記述がないが，上記のことから，これまでの研
究デザインでは成果が得られないと考えていると思う．)

› ⇔ 放影協の⾒解とは異なる．
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あり方検討会
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� 部分集団の必要数を確保するための方策を考えること．

� 必要数が得られない場合は調査の中止を検討すること．

「あり方検討会」

› 放影協の第Ⅵ期計画では検討されていない．
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「探索的調査」は、新製品開発や既存商品の改善などを目的として、消費者の

消費実態やニーズを探るために⾏なう調査。
一方、「検証的調査」は、新商品やリニューアル商品が上市されてから一定期

間後、販売状況や実際の購⼊者層などを把握し、新たな打ち⼿（施策）を⽴案す
るために⾏なう調査です。

https://www.insightnow.jp/article/6306
https://mba.globis.ac.jp/about_mba/glossary/detail-12175.html

検証的リサーチとは、アンケートなどを⽤いた定量調査を実施し、統計的な解析を⽤いて分析・検証する調査方法。
検証的リサーチでは、探索的リサーチによって⽴てられた仮説（ここではおおまかな情報をもとにした仮の答え）を
さらに精緻化する。そのために、定量的データ（例えば、アンケートやインタビュー）を⾏い、問題を解決する上で
の原因や解決策を特定していく。

なお、対義語として、「探索的リサーチ」（仮説を⽴てるためのリサーチ）がある。
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